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1974 年８月 30 日、31 日
の東京は、台風の影響でか
なり雨が降っていました。
９ 月 １ 日 は 秋 晴 れ で し た
が、多摩川上流の小河内ダ
ム で は か な り の 雨 量 が あ
り、放流せざるを得なくな
りました。 

10 日間相当な水量で、川
の水が堰を越えきれず、脇
の堤防と民地をえぐり、建
物と家財が流れていってし
まいました。水の恐ろしさ
をつくづく感じましたね。 

民地をえぐる水量を少な
くするために、自衛隊が堰
を爆破して破壊しました。
爆風で、猪駒通りの商店街
の店のガラスが割れる被害
が出るほどでした。 

(年 4 回発行) 

csw@welfare.komae.org 

タイトルに「いこいの便り配信希望」 
と記載し、メールをお送りください。 

＊『いこいの便り』との出会いの場所＊ 
南部地域センター、岩戸地域センター、狛江市シルバー人
材センター、NPO 共生の家多麻、セブンイレブン狛江駒井
町 䏇 丁目店、大治工務店、川田旅館、市民活動支援センタ
ーこまえくぼ 䏅䏆䏇䏈、こまえ苑、狛江市社会福祉協議会など 

いこいの便り メール配信登録者募集 

まちの作品展 

※

住所：狛江市駒井町３-７-１ふらっとなんぶ 

電話:03-6774-4160 
 (平日 8:30～17:00) 

ホームページ 

狛江市社会福祉協議会 
コミュニティソーシャルワーカー 

住所：狛江市岩戸南 4-17-17 
電話:03-3489-2422 
(月～土 8:30～17:30) 

ホームページ 

地域包括支援センター 
こまえ苑 

䏅䏍䏋䏈 年９月１日に起こっ
た多摩川水害では、猪方地
先の多摩川堤防が 䏆䏊䏄m に
わたって決壊し、䏅䏍 戸の民
家 が 濁 流 に 飲 み 込 ま れ 、
䏅,䏆䏋䏄 戸が浸水する被害が
出ました（国土交通省ホームペ

ージ「多摩川の主な災害」）。 

1974 年多摩川水害から 50 年 
～佐藤 英一さんから当時の話を聞きました～ 

今年度から新しく岩戸・猪方・駒井町のコミュニテ
ィソーシャルワーカーになりました。昨年度から引き
続き、今年度も「ふらっとなんぶ」に常駐していま
す。どうぞよろしくお願いいたします。 

４月からふらっとなんぶの担当になりました。狛江
で仕事をさせていただいて 䏆䏍 年になりますが、新たな
分野で不慣れな点も多く、早く皆様に覚えていただけ
るよう頑張ります。遠慮なくお声掛けください。 

夏季号 
2024.7～9 

Vol.15 

13 回の爆破のうち、２
回避難しました。機動隊や
消防団の人たちが、一軒一
軒「退避してください」と
訪ねて来たんですね。避難
所は、狛江市立第六小学校
と第二中学校でした。 

当時の住まいは猪方でし
た。妻は妊娠して病院にお
り、群馬の田舎から、母が
子どもたちの面倒を見に家
に来ていました。母が家に
いた子どもたちの手を引い
て二中に避難したんです。 

避難所でおにぎり 1,000
個の炊き出しがありました
が、足らず、地域のいわゆ
る名士の方たちが、それぞ 

宮川 

 

れのお宅で炊き出しをして
くれたんです。絆の強い地
域で素晴らしいと、当時か
ら感じましたね。 

今は携帯電話でコミュニ
ケーションを取れて便利で
すが、いつの時代になって
も、人間同士のつながり、
人と触れ合い、顔を見なが
ら接することは大事だと感
じています。 

決壊の様子 
 

現在の多摩川（決壊したあたり） 
撮影時は穏やかな様子でした 

避難の様子 
 

西野 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭 で 

大規模災害時、⾧期間の停電や断水のほか、物流が途絶えることが想定されま
す。市外から救援物資が届くまで、時間がかかることもあります。その期間、自宅
で過ごせるよう備蓄をして備えましょう。 

□飲料水 
（１日１人３リットル×人数分×７日分） 
□生活用水（飲料水とは別）。水道水を入れた

ポリタンクを用意する、風呂の水を張って
おく、など 

水（飲料水・生活用水）

食料 
□米などの主食類 
□ビスケット、板チョコなどの菓子類 
□缶詰 
□乾麺 
□レトルト食品 

生活用品 
□トイレットペーパー 
□ティッシュペーパー 
□マッチ、ライター 
□ろうそく 
□モバイルバッテリー 
□ラジオ 
□カセットコンロ、ボンベ 
□懐中電灯 
□乾電池 
□ガムテープ 
□養生テープ 
□紙皿、紙コップ、割り箸 
□食品用ラップ 
□缶切り、万能ナイフ 
□ポリタンク 
□ドライシャンプー 
□歯ブラシ、口腔ケア用品 
□衣類 
□毛布 
□タオル 
□携帯トイレ 

転びにくい身体づくり ～足腰のトレーニング～ 

 

していますか 

 

その他 
（高齢者に必要になるかもしれないもの） 
□おかゆ 
□おむつ、お尻拭き 
□補聴器、補聴器用電池 
□入れ歯、入れ歯用洗浄剤 
□常備薬、お薬手帳 

食べ物 ３食×７日＝21 食 
４人家族であれば、それぞれ 
４倍の量が必要になります。 

 できるところから 
備蓄しましょう 

狛江市発行 安心安全通信 vol.䏆䏅,䏆䏆 から参考 

１人の７日分 を、詳しく数値にすると・・・ 

基本的には、これらのものを １週間分 備蓄する必要があります 

水   ３Ｌ×７日＝21Ｌ 

トイレ ５～７回×７日＝35～49 回分 

備 蓄 


